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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年8月24日(2012.8.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象物の検査対象領域を透過したＸ線を、同一平面上の複数の検出面で受光することに
より、前記検査対象領域の像の再構成処理を実行するためのＸ線検査装置であって、
　前記対象物をＸ－Ｙ平面内で移動するための対象物移動機構と、
　Ｘ線を出力するＸ線源と、
　矩形の視野により、前記複数の検出面でＸ線を受光して撮像するための矩形のＸ線検出
器と、
　前記対象物が移動する平面に平行なＸ－Ｙ平面において、各前記検出面に対応する各位
置に前記Ｘ線検出器を移動するための検出器駆動手段と、
　前記Ｘ線検査装置の動作を制御するための制御手段とを備え、
　前記制御手段は、
　前記検出器駆動手段に対して、各前記位置における前記Ｘ線検出器の矩形の各辺が同一
の方向を向くように前記Ｘ線検出器を前記Ｘ－Ｙ平面において平行移動させる制御を行な
い、
　各前記検出面に応じた照射角度でＸ線が前記検査対象領域を透過して前記Ｘ線検出器に
入射するように前記Ｘ線源を制御する、Ｘ線検査装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、
　各位置において前記Ｘ線検出器と前記Ｘ線源との間に前記対象物を位置づけるために、
前記Ｘ－Ｙ平面内で前記対象物を移動するように前記対象物移動機構を制御する移動機構
制御手段をさらに含む、請求項１に記載のＸ線検査装置。
【請求項３】
　前記検出器駆動手段は、各前記位置における前記Ｘ線検出器の中心が、前記Ｘ線源を原
点とする円周上に位置するように、前記Ｘ線検出器を移動させる、請求項１に記載のＸ線
検査装置。
【請求項４】
　前記検出器駆動手段は、前記Ｘ線検出器が同一の方向を向くように、前記Ｘ線検出器の
姿勢を維持しながら前記Ｘ－Ｙ平面内で前記Ｘ線検出器を移動させる、請求項１または２
に記載のＸ線検査装置。
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【請求項５】
　前記検出器駆動手段は、前記Ｘ線源の焦点から撮像位置における前記Ｘ線検出器までの
距離が一定となるように、前記Ｘ線検出器を移動させる、請求項１から３のいずれか１項
に記載のＸ線検査装置。
【請求項６】
　前記Ｘ線源は、焦点固定型Ｘ線源を含む、請求項１から５のいずれか１項に記載のＸ線
検査装置。
【請求項７】
　前記Ｘ線検出器は、１つ以上のＸ線検出器を含む、請求項１から６のいずれか１項に記
載のＸ線検査装置。
【請求項８】
　対象物の検査対象領域を透過したＸ線を同一平面上の複数の検出面で受光することによ
り前記検査対象領域の像の再構成処理を実行するＸ線検査装置によるＸ線検査方法であっ
て、
　前記対象物をＸ－Ｙ平面内で移動するステップと、
　Ｘ線を出力するステップと、
　前記Ｘ線検査装置の動作を制御するステップと、
　矩形のＸ線検出器により、前記検出面でＸ線を受光して撮像するステップとを備え、
　前記制御するステップは、
　前記対象物が移動する平面に平行なＸ－Ｙ平面において、各前記検出面に対応する各位
置に前記Ｘ線検出器を移動するステップと、
　各前記位置における前記Ｘ線検出器の矩形の各辺が同一の方向を向くように、前記Ｘ線
検出器を前記Ｘ－Ｙ平面内において平行移動させるステップと、
　各前記検出面に応じた照射角度でＸ線が前記検査対象領域を透過して前記Ｘ線検出器に
入射するように前記Ｘ線源を制御するステップとを含む、Ｘ線検査方法。
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